
開催のご案内 

型型技技術術ワワーーククシショョッッププ２２００００５５  ｉｉｎｎ  中中部部  
テテーーママ：：製製品品志志向向のの型型づづくくりり  

   開催日：平成１７年１１月２４日（木），２５日（金） 

会 場：名古屋国際会議場（白鳥センチュリープラザ）            

（〒456-0036 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1番1号） 

 

 
開催スケジュール： 

第１日目  平成１７年１１月２４日（木）  講演会、展示会、懇親会 
オープニング講演 『人と共生するパートナーロボット』（実演付）トヨタ自動車㈱ 山下勝司氏 
特別講演     『H-ⅡＡロケットのよもやま話』（ビデオ付）三菱重工業㈱ 前村孝志氏 
特別セッション  『未来志向の型づくり』三晶技研㈱／㈱ケーエスディー／太陽工業㈱／㈱三琇エンジニアリング 
パネルディスカッション『製品志向の型づくり』㈱日本製鋼所／富士ゼロックス㈱／(株)豊田自動織機／㈱デンソー 
一般講演 ４７件  一般展示 ２２社 
特別展示 特別セッション／パネルディスカッション／工場見学／日本金型工業会 

 

第２日目  平成１７年１１月２５日（金）  工場見学会 
Ａコース：三菱重工業(株)名古屋航空宇宙システム製作所／大垣精工(株) 
Ｂコース：(株)東海理化／立松モールド工業(株) 
Ｃコース：アイシン精機(株)／(株)名古屋精密金型／愛知製鋼(株) 鍛造技術の館 
Ｄコース：シミズ工業(株)／(株)デンソー／アイシン･エイ･ダブリュ(株)ものづくりセンター 
Ｅコース：トヨタ自動車(株) 貞宝工場／堤工場 

 
 
開催にあたって： 
 
 このたび、１１回目を迎える「型技術ワークショップ」を名古屋で開催するはこびとなりました。 

 「型技術ワークショップ」は、型技術の分野で活躍されている全国の技術者、研究者、経営者にご参集頂き、

日頃の研究成果を公表していただくとともに、地方独自の技術を学び相互研鑽をする良き場と認識しております。 

名古屋での開催は2001年に続き２回目となりますが、今回のテーマは『製品志向の型づくり』としました。こ

こ中部地区は、多くの企業が製造拠点を構えており「ものづくり」に力を注いでおります。「型づくり」は「もの

づくり」の基盤として製品の進歩をもたらすものであり、またもたらすものでなければならないとの切り口で、

皆さんと共に「型づくり」について大いに考え、議論したいと思います。 

 実行委員会では、情報交換や意見交換が活発に行われるとともに、皆さんひとりひとりがひとつでもふたつで

も新たなヒントや知見をお持ち帰りいただけるよう各行事を準備しております。 

 この「型技術ワークショップ2005 in中部」に一人でも多くの方がご参加いただけるよう期待いたします。 
 
                       「型技術ワークショップ2005 in中部」実行委員長 久田 修義 
 
主 催：型技術協会 
 
協 賛：RP産業協会､精密工学会､素形材センター､全日本プラスチック製品工業連合会､日本木型工業会､ 

ダイヤモンド工業協会､電気加工学会､超硬工具協会､日本機械学会､日本金型工業会､日本金属プレス 
工業協会､日本工具工業会､日本工作機械工業会､日本合成樹脂技術協会､日本ダイカスト協会､ 
プラスチック成形加工学会､日本塑性加工学会､SPE日本支部､中部科学技術センター、 
東海ものづくり創生協議会 



 
 
 

１．期  日   平成１7年１１月２４日（木）  講演会、展示会、懇親会 
                                      ２５日（金）  工場見学会 

Aコース：三菱重工業(株)名古屋航空宇宙システム製作所／大垣精工(株) 
Bコース：(株)東海理化／立松モールド工業(株) 
Cコース：アイシン精機(株)／(株)名古屋精密金型／愛知製鋼(株) 鍛造技術の館 
Ｄコース：シミズ工業(株)／(株)デンソー／アイシン･エイ･ダブリュ(株)ものづくりセンター 
Ｅコース：トヨタ自動車(株) 貞宝工場／堤工場 

   ※各見学コースは別紙詳細説明をご覧の上、お申込下さい。 
 

２．会  場   名古屋国際会議場（白鳥センチュリープラザ） 
              〒456-0036 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1番1号 
 
３． 主  催   型技術協会 
 
４．講演会・展示会、懇親会、工場見学会への参加申込方法 

講演会、工場見学会及び懇親会に参加を希望される方は次ページの申込書に指定事項を記入の上、型技術協

会まで FAX にてお送り下さい。（型技術協会のホームページ上からもオンライン申込いただけます 
http://www.jsdmt.jp/ ） 
なお、参加費のお支払い方法を申込書にご記入の上、振込日をご指定下さい。お支払いは出来るだけ開催日

以前にお願いします。参加費の請求書が必要な場合は、申込書にその旨明記して下さい。 
 
５．申込締切  平成１７年１１月１１日（金） 
 
６．参加費＊（１）講演会・展示会参加費 会員＊＊ 10,000円 一般20,000円（締切までに申込の方 昼食弁当付）         
                                         学生      1,000円（締切までに申込の方 昼食弁当付） 

（学生希望者は論文集2,000円） 
（２）懇親会参加費                   8,000円（会員、一般とも） 
（３）工場見学会参加費＊＊＊         6,000円（会員、一般とも）（昼食付） 

 
 

＊講演者の講演会へのお申込は不要です。(工場見学会・懇親会へ参加の場合は申込が必要です) 
＊＊会員の対象は主催・協賛学協会会員です。 
＊＊＊工場見学会に参加できるのは講演会申込者に限らせていただきます。また、定員(Ｅコースは 

９０名、他のコースは４5名)になり次第、申込を締切らせていただきます。 
注：見学会は、各コースとも同業者の方はお断りさせていただく場合があります。予めご了承下さい。 
 

７．申込先   〒231-0011 神奈川県横浜市中区太田町6-79 ﾏｽﾐｭｰﾁｭｱﾙ生命横浜ﾋﾞﾙ 201号室 型技術協会 
             TEL 045-224-6081  FAX 045-224-6082  E ﾒｰﾙ info@jsdmt.jp 
           URL  http://www.jsdmt.jp/（ホームページからもお申込いただけます） 
 
８．参加費振込先 (振込手数料は、各自でご負担願います) 

振込銀行   三井住友銀行  三田通支店  普通預金  No.7813068  型技術協会 
郵便振替   No.00160-1-35639  型技術協会 
 

９．その他 
(ア) 申込者には、参加券、請求書（希望者）等をお送りいたします。 
(イ) 工場見学会で定員に達した場合は、申込者に急ぎご連絡いたします。 
(ウ) 工場見学会各コースでの、午前のみ、午後のみの参加は受付けませんので、ご了承ください。 
(エ) その他ご質問がありましたら申込先へご連絡ください。 
 

「型技術ワークショップ 2005 in中部」 
参加申込のお知らせ 



 

 
 
希望する参加行事を下記の表に記入して下さい。 

講  演  会 
ﾌ  ﾘ  ｶﾞ  ﾅ 
氏      名 会 員 

(該当団体) 
一 般 

工 場 見  学  会 
(講演会・展示会申込者に
限り申込いただけます) 

懇 
親 
会 

勤 務 先 名 (所属) 

   ｶﾅｶﾞﾀ ﾀﾛｳ 
記入例：金型 太郎 

 
２１ 

 第 1希望：○コース 
第 2希望：○コース 

 
○ 

○○株式会社 
○○課 

 
１ 

  1. 
2. 

  

 
２ 

  1. 
2. 

  

 
３ 

  1. 
2. 

  

 
４ 

  1. 
2. 

  

※ 見学会は締切りました 
 
＊ 会員資格は下記の該当団体会員です。該当する団体の番号をお書き下さい。また、一般参加者は一般の

枠に○印を、学生は会員欄に「学」と記載下さい。 
 
 
１．RP産業協会 ２．精密工学会 ３．素形材センター ４．超硬工具協会 ５．日本木型工業会 
６．ダイヤモンド工業協会 ７．電気加工学会 ８．日本合成樹脂技術協会 ９．全日本プラスチック製

品工業連合会 10．プラスチック成形加工学会 11．日本工作機械工業会 12．日本工具工業会 
13．日本金属プレス工業協会 14．日本機械学会 15．日本ダイカスト協会 16．日本金型工業会 
17．日本塑性加工学会 18．SPE日本支部 19．中部科学技術センター 20．東海ものづくり創生協議
会  21．型技術協会 
 

 
    ※参加券送付先住所    〒 
 
 
                          TEL：           FAX： 
             E ﾒｰﾙ： 
 
    ※参加費払込方法     （１）銀行振込（振込予定日：        月        日） 
   （いずれかに○印）    （２）郵便振替（振込予定日：        月        日） 
                         （３）現金書留 
                     ＊当日持参はなるべくおやめ下さい 
           ＊振込手数料は、各自でご負担願います 
     
※請求書の必要：   有（参加券と送付先が異なるときは下記へ記入） ：  無 
(いずれかに○印)  
 


